
連絡先：自動車局　審査・リコール課　リコール監理室
TEL：03－5253－8111　内線42361
アドレス：http://www.mlit.go.jp

リコール届出一覧表

リコール届出日： 令和3年10月12日

車名 型式 通称名
リコール対象

車の台数
備考

「R430E」 803

「6SDTL8」 133

「R530E」 815

「6SDTL10」 14

「R630E」 194

「6SDTL12」 16

リコール届出番号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

不具合件数

5023

　1件

問い合わせ先：　建設機械品質保証課
ＴＥＬ：072-241-1424

エンジン

事故の有無

R630E-10001～R630E-10210
平成28年8月9日～令和3年8月31日

6ST8E-10005～6ST8E-10331
平成28年8月8日～平成30年1月15日

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び製作期間

R530E-10001～R530E-10843
平成28年10月6日～令和3年8月31日

リコール開始日

6ST12E-10004～6ST12E-10051
平成28年9月8日～平成29年9月25日

R430E-10001～R430E-10936
平成28年8月5日～令和3年8月31日

・使用者：使用者を把握しているため、直接訪問して通知する。
・自動車特定整備事業者：全使用者を把握しているため周知の措置は取らない。
・弊社ホームページに掲載する。

全車両、取扱説明書に寒冷地での取り扱いに対する注意書きを追記し差し替えする。また、エン
ジンオイルセパレータ管路に防風板、断熱材を取り付け、凍結による閉塞を防止する。
エンジンコントローラを点検し異常な回転数まで上昇した履歴が残っていた場合はエンジンを点
検しエンジンが破損している場合はエンジンを交換する。

有り

令和3年10月12日

（計3型式） （計6車種）
（製作期間の全体の範囲）

平成28年8月5日～令和3年8月31日

市場からの情報による

YDM-R430E

冬季の寒冷環境下でホイルローダを使用した際に、エンジンオイルセパレータの管路が氷で閉塞
する場合がある。閉塞するとエンジン内圧が上昇してエンジンオイルが逆流し、エンジンの燃焼
室に入る。その結果エンジンが最高回転数以上の回転になり、異常な推進力が発生して作動油
が充分温まっていない場合、完全に車体が停止できないことがある。エンジンが最高回転数以上
の回転になることでエンジン内部が損傷し、走行中にエンジンが止まり車両が停止する、エンジン
の再始動ができなくなるおそれがある。

自動車使用者及び自動
車特定整備事業者に周

知させるための措置

YDM-R530E

（計1975台）

YDM-R630E

クボタ

改善措置の内容

株式会社　クボタ
代表取締役　社長　北尾 裕一

発見の動機

6ST10E-10020～6ST10E-10259
平成28年9月29日～平成30年2月15日


